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はじめに 

  

１ 背 景 

■ 港区公共施設マネジメント計画の策定 

港区は、平成 28(2016)年度に「港区公共施設

マネジメント計画」（以下「マネジメント計画」

といいます。）を策定し、公共施設の整備・活

用の考え方や維持管理の進め方など、これから

の公共施設のあり方に関する基本的な考え方

を示しました。特徴としては、区有施設保有量

の増加を抑制することや、公共施設の安全・安

心を確保しながら長寿命化し、大切に使用し続

けることなどの目標を掲げていることが挙げ

られます。また、ファシリティマネジメント 1

への活用が期待できる情報（施設保有量やコス

ト等）については、継続的に収集し、一元管理

していくこととしています。 

■ 区政モニターアンケートの実施 

図表 区政モニターアンケート調査結果（抜粋） 
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出典：「令和元年度区政モニターアンケート調査報告書」より作成 

令和元(2019)年度に公共施設（建物）に関するアンケート調査を実施したところ、 

公共施設（建物）について区民が新たに知りたい情報として、以下の回答がありま

した。 

1 企業や団体等が組織活動のために施設とその環境を総合的に企画、管理、活用する経営活動のことで、建物、設備等を経営に 

とって最適な状態で保有、賃借、使用、運営、維持するための総合的な経営管理活動をいう。 
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２ 港区公共施設白書の概要 

■ 本書の目的 

■ 本書の構成 

区では、多様化する生活スタイルや年代・属性によって異なる区民ニーズに応じ

て、伝えたい相手に適した広報媒体を組み合わせ、分かりやすく親しみのある文章

表現で区政情報を発信しています。一方で、公共施設については、区役所や学校、

道路、公園など、様々な種類が存在するほか、施設に関する取組の分野も多岐にわ

たることから、一元的な情報発信が困難でした。 

そこで、マネジメント計画では、分野をまたいだ港区の公共施設全体に関する情

報を発信するため、本書を定期的に作成していくこととしました。 

マネジメント計画を策定してからの 8 年間、区では、公共施設の維持管理に関す

る工事の考え方を大きく変更し、全庁的な推進体制を整備したほか、施設情報の一

元管理を進めてきました。令和 6（2024）年度における本書の更新においては、情

報の更新だけでなく、施設の耐震性に関する取組や用語集などを追加いたしました。 
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はじめに 

   

大分類 小分類 説 明 

土 地 

区有地 

区が単独または共同で所有する土地のこと。 

主に、区有施設用地や公園等として行政サービスを提

供している。 

借 地 
他者から、一定期間借りて行政サービスを提供してい

る土地のこと。 

建 物 

区有施設 区が単独または他者と共同で所有する建物のこと。 

賃貸、リース 
他者から、建物全体または一部の床を借りて行政サー

ビスを提供している建物のこと。 

交通施設 

駐輪場 区が管理している駐輪場のこと。 

駐車場 区が管理している駐車場のこと。 

インフラ施設 

道 路 
区が法令に基づき管理している道路（区道）及び区が所

有、管理している通路（区有通路）のこと。 

橋りょう 区が管理している道路橋のこと。 

公園等 
区が法令等に基づき管理している公園、児童遊園、緑

地、遊び場のこと。 

■ 公共施設の分類 

本書における公共施設の分類は以下のとおりとします。 

本書に記載される計数は、原則として表示単位未満について端数調整をして 

いないため、合計等と一致しない場合があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 1 章  港 区 の 概 要 
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第 1章 港区の概要 

１ 地 勢 

■ 位置と大きさ 

 港区は、東京都の南東部に位置しており、東側は東京湾に面しています。北は千代

田区と新宿区、西は渋谷区、南は品川区、東は中央区と江東区に接しています。港区

の緯度(北から南)は、北緯 35 度 41 分(元赤坂二丁目)から北緯 35 度 37 分(高輪四丁

目)までで、南北の距離は約 6.5km あり、経度（西から東）は、東経 139 度 42 分(北

青山三丁目)から東経 139 度 47 分(台場二丁目)までで、東西の距離は約 6.6km ありま

す。 

 面積は、20.36km2で、東京都 23 区の中で 12 番目の大きさです。 

図表 港区の位置 

出典：「国土地理院地図」より作成 

図表 港区の大きさ 図表 23 区の比較（土地面積） 

出典：「特別区の統計 令和 5 年版」より作成 
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■ 地形 

区は、北西一帯の高台地と、中央部の古川流域の平地、南東の東京湾に面した低地

及び芝浦海浜の埋め立て地からなっています。高台地は秩父山麓に端を発している武

蔵野台地の末端にあたり、台地が小さな突起状の丘陵となっているため、東京都 23

区の中でも起伏に富んだ地形を形成しています。土地の高低差が大きく、坂の多い地

形となっています。 
図表 港区の地形 

出典：「土地利用現況調査 平成 23 年度」より作成
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第 1章 港区の概要 

  
■ 土地利用 

新橋駅や浜松町駅周辺、外堀通りや第一京浜（国道 15 号）沿道など区の北部や東

部に商業用地が多く見られます。一方、南青山や南麻布、白金、高輪など区の西部に

は、住宅用地が多く見られます。また、区の西部では、公園・運動場などが比較的多

く見られ、ゆとりある生活環境が形成されている状況がうかがえます。 

図表 港区の土地利用 

出典：「土地利用現況調査 令和 4年度」より作成

凡 例 

土地利用現況 
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■ 土地の価格 

港区は、東京都の都心に位置している事から、地価が高く、広大な土地を新規に

取得する機会が限られていることも特徴の一つとして挙げられます。東京都が公

表している各地域における地価公示 2の平均価格（令和 6(2024)年 1 月 1 日時点）

は、以下のとおりです。住宅地、商業地ともに、東京都の中でも平均価格が高い地

域に位置していることが分かります。 

図表 令和 6 年地価公示 平均価格マップ 

出典：「令和 6 年 地価公示価格（東京都分）の概要」より作成 

令和 6 年 1 月 1 日時点 

2  地価公示法に基づき、国土交通省の土地鑑定委員会が標準地を選定し、毎年 1 月 1 日時点の調査を行い、価格を判定して、一般

の土地の取引価格の指標等として公表するもの。 

港区 

港区 
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第 1章 港区の概要 

  ■ 地価公示の平均価格 

港区の令和 6（2024）年の地価公示の平均価格は、住宅地が約 230 万円/㎡で 23

区の中で 2 番目に位置しており、商業地が約 560 万円/㎡で 23 区の中で 4 番目に

位置しています。 
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図表 令和 6 年地価公示 23 区の住宅地の平均価格 

図表 令和 6 年地価公示 23 区の商業地の平均価格 

出典：「令和 6 年 地価公示価格（東京都分）の概要」より作成 

出典：「令和 6 年 地価公示価格（東京都分）の概要」より作成 
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■ 過去 20 年間の地価公示の平均価格の推移 

区の過去 20 年間の地価公示の平均価格は、住宅地、商業地ともに、リーマン・

ショックや東日本大震災の影響により、平成 20（2008）年から平成 25（2013）年

までは下落傾向が続いていたものの、平成 26（2014）年以降は一転して上昇傾向

が続いています。また、商業地については、令和 2（2020）年の新型コロナウイル

ス感染症拡大に伴う経済活動の停滞等により、平均価格の上昇に歯止めがかかっ

たものの、令和 5 年には再び上昇しています。一方、住宅地については、令和 2

（2020）年以降も緩やかな上昇傾向が続いています。 

住宅地と商業地の平均価格の推移を比べると、住宅地は、安定して一定の価格水

準を推移しており、景気の影響をあまり受けていないこと、商業地は、価格の変動

が大きく、より景気の影響を受けやすいことがわかります。 

図表 港区の用途別平均価格の推移 

出典：「令和 6 年 地価公示価格（東京都分）の概要」より作成 
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第 1章 港区の概要 

  

２ 人 口 

■ 人口の推移 

区の人口(住民基本台帳人口)は、日本が高度経済成長期を迎えた昭和 30 年代後半か

ら長期的な減少傾向にありました。昭和 60 年代から平成 8(1996)年までにかけては、

地価の高騰等を背景に人口は急速に減少し、一時的に 15 万人を割り込む状況に至りま

した。区は、人口の減少傾向を改善するため、区民向け住宅の整備、民間の住宅供給

の支援・誘導等の政策を積極的に展開し、定住人口の確保に向けた取組を推進してき

ました。こうした政策が奏功して、平成 21(2009)年には、四半世紀ぶりに 20 万人台に

回復し、令和 7(2025)年 1 月 1 日には 267,780 人に達しました。 

年齢 3 区分別の構成比を見ると、全国と比較して、老年の人口の割合が少ないこと

が特徴として挙げられます。 
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図表 人口の推移 
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出典：「住民基本台帳」より作成 

図表 年齢 3 区分別の構成比 （2024 年比較） 
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出典：「総務省統計局ホームページ、住民基本台帳」より作成 

※平成 24 年 7 月の住民基本台帳法改正に基づき、平成 25 年以降の値は、外国人を含む。 
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出典：「住民基本台帳、港区人口推計（令和 6年 3 月）」より作成 

■ 将来の人口 

毎年度実施している人口推計によると、総人口は今後も全ての世代で増加し、令和 13(2031)

年には、30 万人を突破すると見込んでいます。 

一方で、長期的な視点として、平成 27(2015)年度に策定した「港区まち・ひと・しごと創生

総合戦略」（以下「総合戦略」といいます。）によると、令和 18(2036)年以降は、緩やかに減少

していくと試算しています。また、令和 42 年の年齢 3 区分別の構成比をみると、高齢者の増

加と生産年齢人口の減少が顕著にあらわれています。 

図表 港区人口推計（各年 1月 1日時点） 

出典：「港区まち・ひと・しごと創生総合戦略 平成 27 年度」より作成 
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図表 長期的な人口推計（各年 1 月 1日時点） 
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第 1章 港区の概要 

地 区 名 芝 麻 布 赤 坂 高 輪 芝浦港南 

面 積（㎢） 4.45 3.79 4.01 3.47 4.63 

人 口（人） 42,644 60,642 38,180 65,089 59,751 

人口密度 

（人/㎢） 
9,581 15,997 9,521 18,733 12,898 

■ 地区別の状況 
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芝
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南麻布１～５丁目 
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１～３丁目 

麻
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十
番 

１
〜
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丁
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南青山 
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   麻布狸穴町 
麻布永坂町 

区は、平成 3(1991)年に、現在の 5 地区（芝地区、麻布地区、赤坂地区、高輪地区、

芝浦港南地区）を基本に行政サービスを提供していくこととしました。当時の港区の

総人口は、161,082 人（外国人を含まない。）で、令和 6(2024)年 1 月 1 日時点より約

10 万人少ない状況でした。 

出典：「港区行政資料集 令和 6 年度版」より作成 

赤 坂 地 区 

芝 地 区 

麻 布 地 区 

芝 浦 港 南 地 区 

高 輪 地 区 

図表 地区別の人口密度（令和 6年 1 月 1日時点） 



 

- 15 - 

 

  

図表 地区別の年齢三区分の人口推移 

図表 地区別の人口推移 

出典：「住民基本台帳、港区人口推計(令和 6年 3 月)」より作成 

地区別の人口推移を見ると、すべての地区で増加しており、その傾向は今後も続く

ことが予測されます。特に、芝浦港南地区は、平成 18 年までは、5 地区の中で最も人

口が少ない地区でしたが、平成 18 年以降急速に人口が増加しており、令和 7年時点で

は、高輪地区や麻布地区に近づいています。 
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地区別の年齢三区分の人口推移を見ると、平成 7 年と令和 17 年の比較において、芝

地区と赤坂地区は、年少人口が最も増加していますが、麻布地区、高輪地区及び芝浦

港南地区は、老齢人口が最も増加しています。このように、人口構成割合が地区ごと

に異なる変化をしていることがわかります。 
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第 1章 港区の概要 

  
図表 地区別の年齢三区分の人口推移 

■ 昼間人口と夜間人口 

港区は、昼間人口と夜間人口の差が大きいことも特徴として挙げられます。昼間人

口については、令和 2(2020)年国勢調査で 1,181,809 人となり、昼夜間人口比率は、

4.5 倍となっています。区外から通勤や通学、観光等を目的に港区に来訪する人が多い

ことがわかります。 
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図表 地区別の人口推移 

出典：「住民基本台帳、港区人口推計(令和 6年 3 月)」より作成 

出典：「令和 2 年国勢調査」より作成 
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３ 財政状況 

■ 収支の状況 
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過去 10 年間の収支の状況を見ると、平成 29(2017)年度は、震災復興基金の積立金

増加により歳入歳出ともに増加しました。令和 2(2020)年度は、特別定額給付金給付

費など新型コロナウイルス感染症対策に関する国庫支出金等の増加により歳入が増

加するとともに、特別定額給付金を給付したことなどにより歳出も増加しました。

令和 3(2021)年度は、新型コロナウイルス感染症対策に関する国庫支出金等は減少し

たものの、一般財源の特別区税等が増加したため歳入が増加したほか、新型コロナ

ウイルスワクチン接種の増や芝浜小学校の整備などに伴い歳出も増加しました。 

令和 5(2023)年度は、歳入が 1,802 億円、歳出が 1,681 億円となりました。各年度

の実質収支については、黒字が続いており、令和 5(2024)年度は、117 億円の黒字と

なりました。 

図表 歳入歳出決算の推移 

出典：「港区財政レポート 各年度決算」より作成 
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第 1章 港区の概要 

 

 

  

■ 財政指標の状況 

財政の弾力性を示す総合的な指標である経常収支比率は、ＧＩＧＡスクール推進事

業や高校生世代までを対象とした医療費の全額助成の増加等に伴う経常経費の増によ

り、令和 5(2024)年度は 70.7%となりました。財政力を判断する理論上の指標である財

政力指数は 1.15 となり、経常収支比率、財政力指数ともに、特別区と比較し高い財政

力が示されているといえます。 
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図表 経常収支比率の推移 

出典：「港区財政レポート 令和 5年度決算」より作成 
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■ 歳入 

港区は、特別区の平均と比較して、歳入全体に占める特別区税収入の割合が高く、

特別区財政調整交付金の割合が極めて低い構成比となっています。一般財源の比率が

高く、多様化する行政需要に柔軟に対応できる歳入構造といえます。 

過去 10 年間の特別区税収入の推移を見ると増加傾向にあることが分かります。しか

し、区の歳入の根幹を成す特別区税収入は、景気や税制改正等の動向に影響されやす

く、物価高騰等による景気への影響を注視する必要があります。また、特別区財政調

整交付金（普通交付金）が不交付であることなどから、特別区民税等の収納率の向上

はもとより、税外収入の積極的な確保や基金の効果的な活用など、計画的な財政運営

に努める必要があります。 
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図表 歳入構成比の比較 
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出典：「港区財政レポート 令和 5年度決算」より作成 

出典：「港区財政レポート 令和 5年度決算」より作成 
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  ■ 歳出 

港区は、特別区や全国区市町村平均と比較して、歳出全体に占める人件費、扶助費

及び公債費といった義務的経費の割合が低い構成比となっています。このことから、

区財政の弾力性は大きく、新たな区民ニーズに対応しやすい歳出構造といえます。一

方、今後の人口増加に伴うあらゆる分野での行政需要の増加に加え、みなと芸術セン

ターや学校施設の整備などを予定しており、今後も大規模な支出が続くことに留意が

必要です。 
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図表 性質別歳出構成比の比較 
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出典：「港区財政レポート 令和 5年度決算」より作成 
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■ 基金と区債 

基金や区債は、一般家庭でいえば基金が「預金」、区債が「ローン」にあたります。 

基金には、財源の不足等を年度間で調整するための財政調整基金や、社会基盤の整

備等、目的を定めて積立てを行う特定目的基金といった積立基金などがあります。区

には、現在 17 の積立基金があり、基金残高は、令和 5(2023)年度末時点で 2,142 億円

となりました。 

計画的に償還を行うとともに、新たな区債を発行していないため、区債残高は、こ

れまで令和 5 年度末時点で 0.3 億円まで減少しました。 

図表 基金残高と区債残高の推移 

出典：「港区財政レポート 令和 5年度決算」より作成 
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